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論 文 内 容 め 要 旨

 目的：近年，各種心疾患に対する外科手術の進歩は著

しく，また手術後のかなり長期にわたるFollow－upも

明らかになってきており，あらためて手術の適応および

時期について再検討されている．そのためには各疾患の

正確な自然歴を知る必要があり，その上で比較検討され

るべきものと考えられる．しかし，その自然歴の明らか

にされているものは少なく，特にチアノーゼ性心疾患の

大半を占めるFallot四三症に関しては，ほとんどわか

っていないのが実情である。著者はFall・t四四症の

1，477例について，主にその自然歴を明らかにし，ひい

ては手術適応の選択，時期の決定にも寄与せんとした．

 研究資料と調査方法：1954月5月から1966年8月まで

の12年間に東京女子医科大学附属日本心臓血圧研究所の

外来を訪れたFallot四徴症の患者1，477例を対象とし

た．

 Fallot四徴症1，477例中1967年9月までに当科では

手術を受けていない592例について，アンケートを送

り，生死，現在の状態あるいは死因，心手術の有無など

について調査した．アンケート回収率は60％であった．

 本学病理学教室で剖検によりFallot四徴症であるこ

とが確められている非手術例30例について，臨床症状お

よび死因について検討した．

 研究成績ならびに考按：

 1）初診時年令分布をみると，1才から5才までの年

令層が594例（40．2％）で最高の山を示し，以後5年毎

にほぼ半減し，30才以上は19例（1．3％）にすぎない．

 2）初診以後の経過では，1967年9月の検査ですでに

956例（64．7％）は心手術を受けており，内213例は死

亡している．非手術例は269例（18．2％）で，内60例ば

死亡している．手術の有無は不明であるが生存している

もの69例（4．8％），死亡しているもの60例（3，0％），生

死不明のもの123例（8．4％）である．すなわち1，477

華中，1年から12年間にわたるFo11ow－upで少なくと

もすでに313例（22．5％）は死亡している．

 3）非手術生存者209例の現在の自覚症を初診時と比

較したが，平均3年2ヵ月のFoll・w－up期間では，

1271列（60％）は変らないが，53例（25．4％）はよくな：

つており，22例（10．5％）は悪化している．30才以上の

ものでもよくなったと解答しているものもある．

 4） アンケート解答者のみについて，非手術例の累積

死亡率は，1才以下は6．1％，5才以下は22．4％，10才

以下は41．2％となり，15才まででほぼ半数が死亡してい

る．

 5）非手術例の死亡年令および死因＝本院では69例の

非手術死亡例があり，内30例は剖検で確められている．

平均死亡年令1＊ 7才5ヵ月である．死因“X・5才以下のも

のでは，肺炎，無酸素発作が多く， 6才以上のもので

は，うつ血性心不全，心内膜炎，脳膿瘍によるものが多

くなっている．全国の剖検例を日本病理輯報によりみる

と，最近8年間で非手術例は174例あり，1才以下が88

例と半数を占め，その平均死亡年令は5．6才となってい

る．死因は同じく5才以下では肺炎や感染症が，6才以

上では脳膿瘍が多くなっている．

 以Lより，平均死亡年令は従来の報告より若く，本疾
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患の予後の悪いことをさらに強調された結果を得た．い

ずれの年代でも細菌感染が死因に大きな役割を演じ，幼

年者では，無酸素発作による死亡が多い．

本研究により，Fall・t四徴症の自然歴が明らかとな一

り，ひいてはこれに対する外科的手術の適応ならびにそ

の時期の選定に資し得たと考える．

論 文 審 査 の 要 旨

 本論文はファロー四徴症の自然歴を1，477例という多数の症例を中心に研究したものである．その結果，

本症の平均死亡年令が従来の報告より若く予後の悪いことなど，種々の点について新所見を見出した．こ

れは手術の適応決定の基準としても意義あり，医学の発達に資するところ多く，価値ある研究と認めた．
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